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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年10月3日(2012.10.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　試料に含まれる試料成分を時間方向に分離するクロマトグラフ部と、試料成分由来のイ
オンに対する解離操作を伴うMS2分析と解離操作を伴わないMS分析とを選択的に実施可能
な質量分析部と、を組み合わせたクロマトグラフ質量分析装置において、
　a)MS分析により得られるMSスペクトルに基づいてMS2分析のプリカーサイオンを選択す
るための選択条件をユーザが入力設定するための手段であって、該選択条件の一つとして
、任意のプリカーサイオンに対するMS2分析が実行された後にプリカーサイオンの選択か
ら除外する質量電荷比範囲を定めるべく、実行されたMS2分析のプリカーサイオンの質量
電荷比に対する質量電荷比の差を規定する情報を入力設定する選択条件設定手段と、
　b)MSスペクトルを取得するためのMS分析と後記プリカーサ選択手段により指示されたプ
リカーサイオンに対するMS2分析とが繰り返し実行されるように前記質量分析部を制御す
る分析制御手段と、
　c)MS分析により取得されたMSスペクトルについて前記選択条件設定手段により設定され
た選択条件に従ってプリカーサイオンを抽出して前記分析制御手段に指示する手段であっ
て、該選択条件に適合したイオンをプリカーサイオンに設定したMS2分析を所定回数繰り
返して実行した後に、該プリカーサイオンの質量電荷比に対して前記選択条件設定手段に
より設定されている質量電荷比差で定まる除外質量電荷比範囲をプリカーサイオンの選択
から所定時間除外するプリカーサ選択手段と、
　を備えることを特徴とするクロマトグラフ質量分析装置。
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